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再生溶剤の不純物分析 

概要 
再生溶剤の活用は「コスト削減」と「環境負荷の低減」を

両立することが可能で、非常に大きなメリットがあります。
再生された溶剤はキレイに見えますが、『完全に元の溶剤に
戻る訳ではない』ことに注意する必要があります。 
生産工程で使用された有機溶剤には、工程での汚れや水

分、異種溶剤などが混入しています。これらは蒸留などの再
生工程で除去されますが、残留すると製品の品質不良や設備
トラブルの原因になります。 
そこで弊社では、上記のような不具合を未然に防ぐことを

目的として、『再生溶剤の不純物分析』を行っています。 
 
 

主な応用範囲 
•塗装工程で使用するシンナー   
•洗浄工程で使用する洗浄用溶剤 他 
 

測定事例（塗装工程で使用するシンナー） 
塗装工程で使用済みのシンナーから再

生した『再生シンナー』についての分析例
を示します。右図クロマトグラムは、不純
物として含有する成分を模擬的に調合し
たものについて、日本電子(株)製ガスクロ
マトグラフ質量分析装置により分析した
ものです。 
これら不純成分の種類や量を定期的に

モニターすることで、塗装工程における
製品不具合の発生防止を図ることができ
ます。 
 

サンプル ：シンナー不純物 

サンプル量：1uL 

 

測定装置： 

日本電子製 JMS-Q1500GC 

トータルイオンクロマトグラム 
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